
本邦河 川 の水質 に 就て

瀧概、工業、上水溝等の用水として重要な給

源である河水は化学的に検ペて見れほ決して純

梓な H雪Oではない。いかに清透た河水でも之

を蒸発して槍ベて見ると種kの塩類を溶解して

いるととが判る。それは自然界の純持な水であ

る雨水が地1:t亡降ってから河水とたって海に注

ぐまでの聞に、極めて徴ktcる作用ではあるけ

れども王寺石や土壌を浸蝕溶解する結果に外なら

ない。縫って河水の化学的性質は受水地域の地

質土性によって大いに相違するはやである。

東京の近郊を流れる荒川や多摩川は、水源に

当る秩父の山掛から1年聞に養生万屯にのぼる茨

酸カルシウムを溶解して東京湾に運んでいる

し、有名な鐘坑洞秋芳洞を上流にもつ山口牒の

厚東川は50mg/l以上という我固としては最も

多量の安酸カルシウムを含有している。之に反

し:東日本Kは硫黄の化合物が多い火山性の地質

のために、水中の硫酸塩が異献に多く、強酸性

を呈する河川さえも屡々見受けられる。また阿

蘇の火山支去を流下する熊本の白川は塩類が濃厚

で 213mg/ltc達するにも拘らや、花尚農地帯

を流れる贋島の太田川は僅かに37mg/ltc温ぎ

や、甚だ稀薄である。之等の相遣は伺れも地質

土性が河7.K1'C.反映している結果に外ならない。
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併し其のほかにも温泉、鉱山、工場、季節、

天候等諸種の僚件が加わって、水質に複雑な影

響を輿えているととは勿論である。八甲図山麓

を北流する青森県需の荒川が昭和15年以来水質に

一大型化を起し強酸性を呈するに室った原因

は、その上流赤水沢の川底に未知の新温泉が発

生したためであるととは当時筆者が発見したと

とろである。我固には温泉や鉱山が多いから、

それが河水に影響し、時として農業上重大友支

障を起している例も少くない。

わが国は7.Kが豊富であP、水質が良いといわ

れているが、一休日本の水質は欧米等の河川に

比較してどのような特質をもっているのであろ

ろか。筆者が現在までに我国の約300河川iにつ

いて調査した結果から結論すれば、日本の河水

純

は塩類の濃度が稀薄な傾向をもち、中でも表酸

カルシウム〈多くの場合は重炭酸カルシウムと

して博存している〕が著しく少い。けれども珪

酸のみは逆に豊富であるというととが出来る。

炭酸カルシウムの乏しいととは硬度が低いと

とを意味するから工業用水としては至極好都合

ではあるけれども、農業上酸性土壊の分布が多

いととを裏書し、叉国民の保健上から見れば骨

酪の発育に必要なカルシウムの日常の揖取量が

欧米人に速く及ばないととを暗示しているので

はなかろうか。

併しその反面に、珪酸は稲の生育に欠くペか

らざる重要な成分の一つであって、珪酸を充分

に吸牧した稲は丈夫に育ち、稲熱病等に対する

耐病性が強いといわれているから、我国の河川

に珪酸が重量宮であるととは、稲作を主とする我

国の盛業にとってはまととに有難いわけで、古

来瑞穂の国と称される科学的な根拠の一つであ

るのかも知れない。

後掲の図を見れば我国の河水に珪酸 (SiO~)

がいかに多いかが判るであろう。図は筆者が調

査した3∞河川の中から主なもの27を謹び出し

て世界河川の平均水質と比較したものである。

通常の河水中に溶解している主要な無機塩類

は4種の塩基 (Ca，Mg， Na， K)と3種の酸

根 (COs，S04， Cl)とから成P立っていて、と

の7成分にSi02(多〈の場合珪酸塩よりもむし

ろコロイド歌になって溶存すると考えられる)

を加えた計8種が水中の主な無機成分である。

との段かに NH4，NOs， P04， Fe・Os，その他の成

分が徴量ながら溶解している。図の中の各成分

の濃度は mg/lで示されている。そして右捕

には F.W. Clarkeが業の箸害 Dataof 

Geochemistry (1924)の中に載せている全世

界河川の平均水質を描け・であるから、之と比較

するととによって我国の水質の大勢を窺うとと

が出来るはやである。

世界河川の平均水質では、溶存する無機塩類

の総量I'C.対して珪酸が占める割合は11%余に温

ぎないが、わが国の河JIlは少いものでも10%、
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多いものにたると印%以上を占めている。殊に

九州地方の阿蘇、霧島両火山眠に源を発する大

野111、大淀川!、筑後川、白川、 111内111等の諸河

川にほ箸し〈多いととが図に示されている。

ヲたにカルシウム (Ca)及び決酸根(COs)に

ついて見ると、世界河川の平均水質に於ては、

CaとCOsとは夫点塩基及び酸棋の大半を占め

ているにもかかわらや、我固には遁I'LNa>Ca 

或は 504，Cl>COaという異歌た河水がしばし

ぼ見受けられる。図の中では米代川、雄物川、

阿賀野JII、信濃川、利根川、武庫川、白川等が

その例である。さらに安酸カルシウムが極端に

欠乏している例としてはいわゆる天然の毒水と

して農家から怖れられている玉Jf!C秋田牒〕、吾

妻川(群馬牒〕を初めとする一群の無機酸性河

川を挙げるととが出来る。とれは天然に硫酸ま

たは塩酸を含有する強酸性河川で、安酸カルシ

ウムを全〈含有したい。 pH3-4位に及ぶ強

い酸性のために農業、水産等に有害であるとと

は言を侠たない。との種の酸性河川は利根川信

濃川両水系を境として東北日本に多〈見受けら

れ、火山国日本に特有な河川である。

以上のように我国の河川は珪酸が多〈弘安酸

カルシウムが乏しい傾向をもっている。之がわ

が国河川の特質である。

また図I'L示されている27河川の中で、溶存無

機成分の総量、即ち厳度が世界河川の平均以上

高と示しているのは僅かに荒川、武庫川、大野

IJI、筑後川、白川の5河川II'L過ぎたい。わが国

の大多般の河川は塩類が梯掃であるととが知ら

れる。とれはわが国の多雨温暖な策候と、水に

溶解し難い花両砦等の酸性婚が多い地質とに基

因するものと思われる。献度の高い上肥の5河

111のうち、荒川は秩父山中の石次婦の影響を受

けてわが国の河川としては珍しい程に多量の表

酸カルシウムを含有じてたり、武庫川は有馬温

娘の流入によって塩分が多しまた白111、大野

111、筑後川等は地質時代が新しい阿蘇の溶岩を
流下するために、塩類の濃度が高いのである。

花崩発は結品の大きい硬い発石であるから水

には最も溶解され難い。図の中で太田JfI、木曾

/11等の塩類濃度が最低を示しているのはとのた

めである。かような7.kは工業用水としては極め

て好都合であるけれども、農業的陀は滋獄水と

して養分の供給量が少し震に流域には生産力

の低い秋落水田の分布が多い結巣にたる。縫っ

て河川中の養分量の多小は流域の農業生産カと

密接な関係があるととを見逃してはたらたい。

次に河川が濯概水として、 7)(聞にどれ位の養

分を供給しているかその量を計算して見ょう。

水稲作に多量の謹概水が必要であるととは周知

の遁りであるが、其の量については未だに原則

的な標準が立てられない鉄態であるから、仮に

稲の生育に必要主主水量を1段当り 8，(削石とし

て計算すれば戎の通りにたる。即ち熊本の白川

は6mg/l以上の加里 (K20)を含有している

から、水田 1段歩当り 1夏の聞にとの水から供

給される加里の量は2貫以上に遣する。とのよ

うな水を濯慨している農家は加旦肥料を施す必

要が全〈たいから臓に幸運である。之に反して

加星合有量の少い河川は花偶発類或は一部の水

成砦等K源を発するものに見受けられ、特に秋

落7)(回或はカ目星欠乏を起し易いと訴えられる地

方の河水を分析して見ると 0.8mRll以下、す

たわち1段歩当りの供給量に換算して僅かに

300匁位に過ぎたい場合が多い。-とのように河

水により大費な相違はあるけれども、中腐の河

川からは鋭ぬー700匁位のカ日旦が供給されている

から、之を全国内の3，似恥000町歩の水回に見積

れば硫酸加里として少〈とも 1∞，O')()屯臥1::1'L

相当する。

同様に室棄について見積れば硫安に換算して

京)40，似泊屯となる。また河7.kから供給される珪

酸の量は段当4-19貫、圏内の金水聞に対して

はたおよそ 1，∞0，0∞屯に建する。提酸カル

シウムは最高の厚東川では23貫、少い河川では

3貰、わが国の金7k図に対しては珪酸と同様に

1，000，0∞屯が供給されるととになる。

以上の結果から見ても河水が天然に水田に供

給する養分ととに加里、珪酸、石友の量は想懐以

上に多量であって、河水が養分補給の面からも

水稲作上重要1主役割を果しているととが判る。

詳細は別に報告するが、終りに当ってとの研

究は文部省科学研究費その他の助成金によって

たされているととを記し感謝の意を表わした

ν、。
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